
ｂ－ｂ断面図

機械室　断面図 Ｓ＝１／１００

ａ－ａ断面図

制御盤

吸引ﾎﾟﾝﾌﾟ
ﾒｲﾝ送風機

φ65 φ50
φ40 φ100 φ20 φ20 φ20φ20

(機械室）
(機械室）

φ65

φ50

φ
40

φ
40

100A

10
0A

10
0A

40
A

20
A

10
0A

し渣引抜ｴｱﾘﾌﾄ電磁弁

（バイパス回路）

ﾒﾀﾉｰﾙ
ﾀﾝｸ

φ20

φ20

塩化
第二鉄

φ100
φ20

ﾒｲﾝ送風機

100A

100A

30
0

522

15
0 30
0

電気機器仕様

台数　　　２　　台

型式　　　ルーツ

台数　　　２　　台

型式　　水中汚水ポンプ

型式　　　ルーツ

メイン送風機仕様　　

台数　　　１　　台

台数　　　２　　台

型式　　水中汚水ポンプ

調整脱窒槽用送風機仕様　　

口径　　　　５０φ

揚程　　　　　２ｍ

汚泥引抜ポンプ仕様

型式　　水中汚物ポンプ

口径　　　　５０φ

台数　　　１　　台

型式　　ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ式ポンプ

台数　　　２　　台

型式　　ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ式ポンプ

台数　　　２　　台

メタノール注入ポンプ仕様 ＮａＯＨ注入ポンプ仕様 ＮａＯＨタンク攪拌機仕様

型式　　可搬型

台数　　　１　　台

風圧　　２０．０ｋＰａ 風圧　　２０．０ｋＰａ

動力　　０．１５ｋＷ

動力　　０．０１０ｋＷ

動力　　０．１ｋＷ

台数　　　２　　台

吸引ポンプ仕様

型式　　陸上自吸式ポンプ

揚程　　　　１５ｍ

型式　　ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ式ポンプ

台数　　　２　　台

塩化第ニ鉄注入ポンプ仕様

動力　　０．０１５ｋＷ

動力　　１．５０ｋＷ

動力　　０．０１８ｋＷ

台数　　　２　　台

型式　　水中汚水ポンプ

揚程　　　　　４ｍ

口径　　　　５０φ

原水ポンプ仕様（着脱）

口径　　　　１００φ

風量　　６．１３ｍ　／分

動力　　５．５０ｋＷｗ

口径　　　　４０φ

風量　　１．４０ｍ　／分

口径　　　　４０φ

揚水量　０．１０ｍ　／分

動力　　０．７５ｋＷ

揚水量　０．２８ｍ　／分

動力　　０．７５ｋＷ

揚水量　０．２５ｍ　／分

動力　　０．４０ｋＷ

移送ポンプ仕様（着脱） 放流ポンプ仕様（着脱）

揚水量　０．１２ｍ　／分

注入量　１１．７ｍＬ／分 注入量　１８．４ｍＬ／分 注入量　２．７ｍＬ／分

口径　　　　５０φ

揚程　　　　　５ｍ

動力　　０．４０ｋＷ
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浄化槽設備　平面図
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2006181
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担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

NO.

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当
徳・北矢三　屋外管工事

Ｈ２０営繕　総合技術高等学校（仮称）

17880

頂 版 開 口 図 Ｓ＝１／１００
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※寸法は参考とする。
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着脱装置付

原水ポンプ

放流

φ
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φ
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臭突口
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φ
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φ
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膜分離硝化槽

pH計

φ
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φ100
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φ50 φ
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臭突口 臭突口

消泡剤ﾀﾝｸ

塩化第二鉄φ20

ﾒﾀﾉｰﾙφ20

移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

着脱装置付

放流ポンプ
着脱装置付

し渣引抜ﾎﾟﾝﾌﾟ
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放流管

流量計
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φ40
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φ65

ａ

NaOHﾀﾝｸ

40A
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20A
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攪拌機
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（ﾒﾀﾉｰﾙ）
薬品ﾀﾝｸ

薬品ﾀﾝｸ

薬注ﾎﾟﾝﾌﾟ

（塩化第二鉄）

制御盤

し渣引抜ｴｱﾘﾌﾄ電磁弁

（バイパス回路）

調整脱窒槽用送風機
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浄化槽設備　断面図
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担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

NO.

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当
徳・北矢三　屋外管工事

Ｈ２０営繕　総合技術高等学校（仮称）

設計ＧＬ（KBM+0.3)

Ｇ．Ｌ
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φ150

H.W.L

L.W.L

H.W.L

2
4
90

3500 3500

1
17

0
30

0

原水ポンプ槽

散気装置

流量調整脱窒槽

5
0
0

1
4
50

1
4
50

5
00

H.W.L

L.W.L

H.W.L

L.W.L

2500

230071407140

30
9
0

50
0

Ｇ．Ｌ

H.W.L

L.W.L

消毒槽

L.W.L

H.W.L

H.W.L

塩素滅菌器

放流管

φ75

流量調整槽

2
4
90

1550700024805950

85508430

17880250

300

ばっ気式
水中スクリーン

5
0

1
50

3
00

24
9
0

5
02
00

撹はん装置 中空糸膜ﾓｼﾞｭｰﾙ

膜分離ばっ気槽

散気装置 浮上防止ﾊﾞﾝﾄﾞ

250

500φ2500

200

500 500φ2500

250

500

1
5
0

50
3
00

1
45

0
5
0
0

20
0
0

放流ポンプ槽

30
0

14
0
0

2
00

0

放流ポンプ

着脱装置付

300

250

300

散気装置 中空糸膜ﾓｼﾞｭｰﾙ
脱離液返送管
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汚泥濃縮貯留槽
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し渣引抜ポンプ
散気装置移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

着脱装置付
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― 面 図断 Ｓ＝１／５０Ｂ Ｂ

17880

― 面 図Ａ 断Ａ Ｓ＝１／５０

共通事項

　　・上部蓋まわりはコンクリート仕上げとする。
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腹起 H300x300x10x15

S=1:100

※　○はＣ３コ－ナ－を示す｡

S=1:100平　面　図

※　キリンジャッキ　ストロ－ク　450～600

処 理 槽 s=1/100
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浄化槽設備　土留め要領図
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設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

NO.

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当
徳・北矢三　屋外管工事

Ｈ２０営繕　総合技術高等学校（仮称）

土留め工法　：　アースオーガー併用圧入工法
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ＦＳ

４－Ｄ１３

４－Ｄ１３

ＦＳ

Ｄ１３－２００＠シングル

基礎 段差部配筋詳細スラブ

Ｆ
Ｓ
１

4-D134-D13

4-D13 4-D13

流入

副筋　Ｄ１３－２００＠ダブル 主筋　Ｄ１３－２００＠ダブル

Ｓ＝１／１００基礎スラブ配筋図

段　差　部
H=600

スラブリスト

スラブ スラブ厚 位置 主　　筋 副　　筋 備　考

全断面

全断面

Ｓ１

ＦＳ１ ３００ ダブル

ダブル

位置 備　考

全断面 ダブル

壁　リスト

壁　厚　壁 縦　　筋 縦　　筋

全断面 ダブルＷ１ ２５０

Ｗ２ ２００

Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－２００＠

２００ Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－２００＠

スラブ筋等の重ねつぎて長さは小径の４０ｄ以上とする。

鉄　　筋

・－－－－Ｄ１０ ｘ　－－－－Ｄ１３

共通事項

凡　　例

コンクリート

スラブ荷重

地　耐　力

幅止め筋

そ　の　他

Ｔ－６

１００ ＫＮ／ｍ

Ｄ１０－１０００＠とする。

詳細は現場係員の指示による。

Ｆｃ＝２１ Ｎ／ｍｍ ２ とする。

とする。
２

浮上防止ﾊﾞﾝﾄﾞｱﾝｶｰ位置

開口部補強筋

Ｌ＝４０ｄ定着長さ

２－Ｄ１３開口部補強筋
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Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
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基礎スラブ天端
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壁　交差部補強筋

定着長さ　Ｌ＝４０ｄ以上
４－Ｄ１３以上

壁筋と同等サイズ以上を使用すること。

但し、４－Ｄ１３以上

壁・スラブ交差部補強筋

定着長さ　Ｌ＝４０ｄ以上

Ｌ
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4-D13

4-D13

4-D13

4-D13

4-D13

4-D13

Ｗ１

断面配筋図 Ｓ＝１／１００
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浄化槽設備　配筋要領図
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設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

NO.

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当
徳・北矢三　屋外管工事

Ｈ２０営繕　総合技術高等学校（仮称）
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２８Ｘ

２８Ｘ

Ｃ１１

Ｃ１２

Ｃ０１

Ｃ０２

外部警報出力

ＳＳ２ ＳＳ１

Ｒ１

Ｓ１

（回転灯）

流量調整脱窒槽

し渣引抜エアリフト電磁弁

機器動作表

NO.2ﾒｲﾝ送風機

NO.1ﾒｲﾝ送風機

NO.2吸引ポンプ

NO.1吸引ポンプ

NO.2移送ポンプ

NO.1移送ポンプ

膜洗浄水位

NO.1薬注ポンプ（塩化第二鉄）

自動 備　　　　　考移行

故障時

自動
自動手動

機器選択

タイマー
24H

連動タイマー水位
手動

運転方式

過負荷漏電

故障

警報

機器名称機器NO.

M2

M1

NO.2薬注ポンプ（塩化第二鉄）

汚泥引抜ポンプ

M3

SV 設定された回数、かつ設定時間動作する

流量調整脱窒槽AWL以上で設定時間経過後、満水表示と外部警報発信

攪拌機（NaOH）

NO.1薬注ポンプ（ﾒﾀﾉｰﾙ）

NO.2薬注ポンプ（ﾒﾀﾉｰﾙ）

NO.1薬注ポンプ（NaOH）

NO.2薬注ポンプ（NaOH）

NO.1調整脱窒槽用送風機

M4

M5

M6

M7

M8

M9

M10

(自交)

流量調整脱窒槽LWL以下で間欠（１０分ばっ気－５０分停止）運転（遅延設定できること）

ＴＰタイマによる自動交互、故障時健全側に自動切替（自動交互選択時）

流量調整脱窒槽LWL以上で間欠（１分ばっ気－５分停止）運転、流量調整脱窒槽LWL以下で停止

ＴＰタイマによる自動交互、故障時健全側に自動切替（自動交互選択時）

流量調整脱窒槽LWL以上、かつ設定された回数かつ設定時間動作する

流量調整脱窒槽LWL以上で間欠１（６分運転－３分停止）運転、流量調整脱窒槽LWL以下で停止

流量調整脱窒槽HWL以上で間欠２（１２分運転－２分停止）運転、流量調整脱窒槽HWL以下で間欠１（６分運転－３分停止）に戻る

流量調整脱窒槽AWL以上で予備ポンプ間欠２（１２分運転－２分停止）運転、HWL以下で予備ポンプ停止、通常運転

ON-OFF運転

小水量時、メイン送風機に連動運転

　　　流量調整脱窒槽LWL以下で停止

小水量時、メイン送風機に連動運転、かつＰＨ下限以下で運転ＰＨ上限以上で停止

　　　流量調整脱窒槽LWL以下、またはＰＨ上限値以上のとき停止

ＴＰタイマによる自動交互、故障時健全側に自動切替（自動交互選択時）

ＴＰタイマによる自動交互、故障時健全側に自動切替（自動交互選択時）

ＴＰタイマによる自動交互、故障時健全側に自動切替（自動交互選択時）

NO.1原水ポンプ

NO.2原水ポンプ

FS1
3

LWL

原水ポンプ槽

OFF

ON
OFF

FS1
1

HWL

AWL

ON

FS1
2

原水ポンプ１台運転開始（ＯＮ）

（ＯＦＦ）

（ＯＮ）

（ＯＦＦ）

OFF

ON
警報発令

警報解除

原水ポンプ２台運転開始（ＯＮ）

原水ポンプ運転停止

原水ポンプ槽HWL以上で予備ポンプ運転、原水ポンプ槽LWL以下で停止

ＴＰタイマによる自動交互、故障時健全側に自動切替（自動交互選択時）

流量調整脱窒槽

OFF

ON
LWL

HWL

AWL

OFF

ON
OFF

ON

（ＯＦＦ）警報解除

（ＯＮ）　移送ポンプ２台連続運転

（ＯＮ）　吸引ポンプ２台運転開始

（ＯＮ）　設定時間後　　警報発令

（ＯＦＦ）移送ポンプ２台運転停止

（ＯＦＦ）吸引ポンプ２台運転停止

（ＯＦＦ）吸引ポンプ間欠運転（運転１）

（ＯＮ）　吸引ポンプ間欠運転（運転２）

（ＯＮ）　移送ポンプ１台間欠運転開始

（ＯＮ）　流量調整脱窒槽送風機運転開始

（ＯＮ）　薬注ポンプ運転開始

（ＯＮ）　汚泥引抜ポンプ運転開始

（ＯＦＦ）メイン送風機間欠運転開始
（ＯＦＦ）流量調整脱窒槽送風機運転停止

（ＯＦＦ）汚泥引抜ポンプ運転停止

（ＯＦＦ）吸引ポンプ運転停止
（ＯＦＦ）移送ポンプ１台運転停止

（ＯＦＦ）薬注ポンプ運転停止

（ＯＮ）　吸引ポンプ間欠運転開始

FS2
1

FS2
2

FS2
3

原水ポンプ槽 原水ポンプ槽AWL以上で、満水表示と外部警報発信

LWL

OFF

ON

膜分離硝化槽

FS3
1

メイン送風機連続運転中、かつ膜分離硝化槽LWL以上であること

（ＯＮ）　吸引ポンプ運転
（ＯＦＦ）吸引ポンプ停止

NO.1放流ポンプ

NO.2放流ポンプ

M11

M12

放流ポンプ槽HWL以上で予備ポンプ運転、放流ポンプ槽LWL以下で停止

ＴＰタイマによる自動交互、故障時健全側に自動切替（自動交互選択時）

M13

M14

M15

M16

M17

M18

M19

LWL

OFF

ON
OFF

HWL

AWL

ON

（ＯＮ）

（ＯＦＦ）

（ＯＮ）

（ＯＦＦ）

OFF

ON
警報発令

警報解除

（ＯＮ） 放流ポンプ２台運転開始

放流ポンプ１台運転開始

放流ポンプ運転停止

放流ポンプ槽

FS4
1

FS4
2

FS4
3

ＴＰタイマによる自動交互、故障時健全側に自動切替（自動交互選択時）

放流ポンプ槽 放流ポンプ槽AWL以上で、満水表示と外部警報発信

流量調整脱窒槽LWL以下で停止（遅延設定できること）

（ＯＮ）　メイン送風機連続運転開始

流量調整脱窒槽LWL以上で自動運転

原水ポンプ槽LWL以上で自動運転、原水ポンプ槽LWL以下で停止

放流ポンプ槽LWL以上で自動運転、放流ポンプ槽LWL以下で停止

流量調整脱窒槽LWL以上で自動運転

通常、流量調整脱窒槽LWL以上で自動運転（ＴＰ設定間欠運転出来ること）

通常、流量調整脱窒槽LWL以上、かつＰＨ下限値以下のとき自動運転

＃Ｒ２００

NP-02

CH

1

A1

2

A2

3
OW

4 5

NP-01

30

A-465-A-1

TOS

警告シール

600 600

A3 A4 A5

1200

6 7

A6 A7

350

１／２０制 御 盤 姿 図 （参考図）

8 - Φ 1 6

A8

8

9

10 11

ＰＬ
（回転灯）

外壁に設置する。
回転灯は、機械室

流 量 調 整 脱 窒 槽 A W L 以 上 で 予 備 ポ ン プ 間 欠 （ 連 続 運 転 と す る ） 運 転 、 H W L 以 下 で 予 備 ポ ン プ 停 止

流 量 調 整 脱 窒 槽 L W L 以 上 で 間 欠 （ 連 続 運 転 ） 運 転 、 流 量 調 整 脱 窒 槽 L W L 以 下 で 停 止

吉 井 和 男

浄化槽設備　電気設備図
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149681

2006181

P013
担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

NO.

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当
徳・北矢三　屋外管工事

Ｈ２０営繕　総合技術高等学校（仮称）

75AT

タッチパネル

（液晶ディスプレイ）

操作電源

NO.1 NO.2

W W 15

薬注ポンプ

（塩化第二鉄）

 15

ポンプ

汚泥引抜

0.15 KW

NO.2

KW

NO.1

KW

49-

　吸引ポンプ

49-

メイン送風機

KW

49-49-

エアリフト

電磁弁

し渣引抜

NO.2

KW

NO.1

KW

移送ポンプ

49-

調整脱窒槽用

3 Φ 3W

R.S.T

DC24V 50W
200/

P24
N24

E

S1
R1

TOS

PS

52- 52- 52-

Ｍ Ｍ

A

１

SV

２

ＭＭ

１

Ｍ

S1U.V.

1

2U.V.W.1U.V.W.

SVX

21

252-152-

A

3P

F1

(3A)
WL

52-

Ｍ Ｍ

A

Ｍ

A

52-

ＭＭ

E

10AT
30AF

2P

電 気 系 統 図

3P 3P 3P 3P 3P 3P

30AF
 5AT

30AF 30AF
15AT 15AT

30AF 30AF
15AT

3A

30AF 30AF
15AT15AT

30AF

MCB02

2P

ELB1 ELB2

2

2P 2P

KW

U.V.W.

MCB01

３

指示調節計

電極

計装用電源

現場側 盤内側

専用ケーブル

Ｇ

避雷器
電源用

上上限

上限

下限

下下限

プルボックス

ｐ　Ｈ　計

ｐＨ

RS3

(AC200V)

3

3

3

ELB3
3P

U.V.W.

52-

R3
S3

計装用電源

49-

KW

Ｍ

A

3P

30AF
15AT

52-

NO.1 NO.2

W W

薬注ポンプ

52-

ＭＭ

52-

30AF 30AF

2P 2P

NO.1 NO.2

W W

薬注ポンプ

ＭＭ

52-

30AF 30AF

1A

0.10

撹拌機

（ＮａＯＨ）

5AT 5AT

5AT 5AT 5AT

49- 49-

（メタノール）

（ＮａＯＨ）

5AT

KW

NO.1

送 風 機

NO.2

U.V.W.

30AF

U.V.W.

52-

3P

52-

(AL) (AL) (AL) (AL) (AL) (AL) (AL) (AL) (AL) (AL) (AL)

(AL) (AL)(AL) (AL) (AL)

R2

NF

E

S2

電源

コントローラ

NO.2

KW

NO.1

KW

52- 52-

Ｍ Ｍ

A

3P

30AF
15AT
30AF

3P

3

４ ５

U.V.W. 4 U.V.W. 5

4

4

5

5

ELB4 ELB5

(AL) (AL)

原水ポンプ

4

ELB6 ELB7

6

6

7

7

６ ７

6 U.V.W. 7

８

U.V.W. 8

8

8

ELB8

5

９ 10

U.V.W. 9 10

9

9

10

10

ELB9 ELB10

6

52-

AC200V 60Hz

15AT

5A

0.40 0.40  10  10

 18  18

100AF

※

※

※

※

NO.2

KW

NO.1

KW

52-

Ｍ Ｍ

A

3P

30AF 30AF
15AT15AT

U.V.W.

52-

5A

3P

(AL) (AL)

U.V.W.

7 8

　放流ポンプ

11

11

11

ELB11 ELB12

12

12

12

12

ELB13

13

13

13

13

ELB14

14

14

3P 3P

U.V.W.14 U.V.W.15

14

15

15

15

ELB16

16

U.V.16

16

ELB17

17

U.V.17

17

ELB18

18

U.V.18

18

ELB19

19

U.V.19

19

ELB20

11

ELB15

5.5 5.5 1.5 0.75 0.75 0.75 0.75

100AF
75AT

100AF
75AT 30AT

10A 10A 10AA
1

30/5AＣＴ

0.40 0.40

3E- 3E- 3E- 3E- 3E- 3E- 3E-

・長期休暇時（流量調整脱窒槽低水位時）には、膜分離硝化槽が自動制御で間欠ばっき運転を行い、汚泥（微生物の保持）とランニングコストの低減を図る。

竣工図

17
50

17
00

50



14

－１１０

以降１階平面図参照
（以降ガスメーターへ）

ガス本管２００φより分岐

ＧＧＧ ＰＥ１５０

１５０引込遮断バルブ（プロテクター共）

Ｘ
Ｓ

名称番号

桝リスﾄ

備　　考大きさ 深さ（天端－） マンホール基準よりの深さ記　号

双口送水口１００ｘ６５ｘ６５（スタンド型）x３ヶ所

ＧＶ２５（ＢＯＸ共）水抜用ｘ３ヶ所

ＧＶ１００,ＣＶ１００（ＢＯＸ共）ｘ３ヶ所

１００ １００ＸＳ ＸＳ

53

１５０

１２３４５

10

30

31

343536
37

38

40

１５０

２００
１５０

２００ ２００

１５０１５０

１５０

32

33

副管付

２００

給水引込み廻り参考図　　１：１００

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０１５０

天端レベル

基準天端レベル±０＝０．４４＝ＴＰ＋２．８７５（校舎棟１ＦＬ＝０．５０）

四国ガス工事

本工事

13 1112 ６７８

14

11

12

13

10

15

16

17

18

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

副管付

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

１３９０

１４２０

１４５０

１５００

１８１０

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

注記）　屋外配管施工の際には、関連工事および既設配管との調整を十分に行うこと。

化粧マンホーは簡易防水防臭形、インターロッキングブロック充填用とする。

Ｒ

既設棟用
ＧＶ１００（ＢＯＸ共）

減圧弁１００（ＢＯＸ共）設定２．０Ｋｇ／ｃｍ2

新設建物（１期工事）

設計番号

一級建築士 担　当

工事名称

図面名称

図面番号

縮　尺

主幹 技術補佐 係員課長補佐 担当課長

149681

吉 井 和 男

2006181

P006
1/400

配置図

屋外管工事

※ＧＶ　　　ＧＶ２０（ＶＣ－Ｐ共）を示す１．

２．

凡例　注記）

汚水桝53 １２８０ＳＣ－４ ９００φ ＭＨＡ６００φ

主査兼係長 Ｈ１９営繕　総合技術高等学校（仮称）

細線（破線）は既設又は、別途工事を示す

41

２００

18

９

別途工事本工事

本工事 別途工事

徳・北矢三　新築工事管（２）

１５０

Ｎ

－０．０７

－０．１１

－０．０８

－０．０９

－０．０２

－０．０８

－０．１７

－０．０７

－０．１２

＋０．２８

－０．１５

３５０

＋０．３５

Ｔ－１３

Ｔ－１７Ｔ－１６

＋０．１４ －０．０３

±０．００－０．０３ Ｔ－１４

ログハウス
109000 17950 28400

141 p1 p6

27000 13000 77000 13950

1453A0 体育館
柱芯

pE

H

pA

12
90

0
54
00
0

18
40

0
29
00
0

19
50
0

H

B-1

F-1

体育館
柱芯

B

置場ゴミ

道
路

境
界

線

受水槽

置場
ゴミ

実習、管理、教室棟

自転車置場
研修棟

自転車置場

機械実習室

各科実習棟機械科実習室棟

工業実習棟

道
路

境
界

線

隣地境界線

体育館

リフティング場
ウエイト

アーチェリー

弓道場

(既存)

(既存)

(既存)

佐古矢三春日線

（道路幅員4m）

倉庫
体育

駐輪場

道
路

境
界

線

市道

（道路幅員26m）

南駐車場

道路境界線

主要地方道徳島鴨島線

重機
練習場

記念碑

１００

１００

ＧＶ１００,ＶＣ－３

４０ １００

ＧＶ２０,ＶＣ－１

ＧＶ３２,ＶＣ－１

ＧＶ２０,ＶＣ－１

７５ＨＩＶＰ（ポンプアップ）

７５ＨＩＶＰ（ポンプアップ）

既
設

浄
化

槽
へ

既設校舎高架水槽より給水１００

（水圧　約２．０Ｋｇ／ｃｍ2）

既設汚水ポンプ槽

放流管掃除口ｘ７ヶ所（上図参照）

★
★

７５

水路に放流

７５

20

２５ ２０

※ＧＶ

２０ ※ＧＶ

２
０

※ＧＶ

２５

※ＧＶ

２
５

別紙詳細図参照

50

51

52 １５０

７５Ｔ、掃除口にて封水

３０ １５０５０

７５ＣＩＰ

割Ｔ字管Ｆ型

市水本管１５０より分岐

制水弁７５（ＢＯＸ）

量水器５０（ＢＯＸ）

制水弁７５（ＢＯＸ）ｘ２

７５ｘ５０
Ｍ

５
０

以降受水槽廻り詳細図参照

ＧＶ２５（ＶＣ－Ｐ共）

２５３０

ＧＶ２５（ＶＣ－Ｐ共）

３０

Ｍ

給水引込廻り下図参照

１００ 給水切り換え１００

７５

７５ＨＩＶＰ（ポンプアップ）

放流管掃除口ｘ５ヶ所（上図参照）

給水切り換え１００ｘ２ヵ所

１
０

０

排水切り換え７５

浄化槽

※ＧＶ
１５０

２００

１００

19

20 汚水桝

汚水桝 ９００φ

９００φ

ＳＣ－４

ＳＣ－４
－２９０

－３２０

１６４０

１６８０

１９３０

２０００

化粧ＭＨＡ６００□

ＭＨＡ６００φ

汚水桝

汚水桝

50

51

52 ６００ｘ６００

ため桝

ＳＣ－３

－２３０

－３８０

－４７０

８００

７３０

７００

１０３０

１１１０

１１７０ ＭＨＤ６００φ

ＲＣ－３

ＳＣ－３

６００ｘ６００

６００ｘ６００

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＤ６００φ

屋外管工事

屋外管工事

屋外管工事

３０

19

汚水桝

汚水桝

１

２

３

４

５

６

７

８

９

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

９００φ

９００φ

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－４

ＳＣ－４

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

８１０

８４０

８８０

９８０

１０８０

１１１０

１１８０

１２３０

１３１０

８１０

８４０

８８０

９８０

１０８０

１１１０

１１８０

１２３０

１３１０

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

30

31

32

33

34

35

36

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

37

38

40

41

42

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

９５０

43

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

－１６０

－２２０

－２２０

－２２０

－２９０

－２９０

－２９０

－９０

＋６０

－４０

－４０

－１１０

－１１０

７７０

８２０

９００

９３０

１０７０

１１９０

８９０

１１５０

７２０

９３０

１０４０

１１２０

１１５０

１２４０

１３６０

１４８０

９８０

１０９０

７６０

８１０

９２０

１０１０

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

ＳＣ－３ ６００ｘ６００

７７０

８１０

９００

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

別途工事

※ＧＶ

器　具　名 数量品　　番

屋　外

４

器　具　名 数量品　　番

横水栓 Ｔ２３ＢＮＲ１３ １

エントランスプラザ（足洗い場）

塩ビ製水栓柱

横水栓 Ｔ２６ＫＮＨ１３

器　具　名 数量品　　番

横水栓 Ｔ２３ＢＮＲ１３ １

ごみ置場

塩ビ製水栓柱

ＶＰ２５

ＶＰ７５

 フランジ７５
ＧＬ

15
0以

上

掃除口用桝　要領図　Ｓ＝１／２０

★印のマンホールはＭＨＤ４５０φ

他のマンホールはＭＨＤＡ４５０φ

桝はＲＣ－２　６００Ｈ相当

ＭＨＡ６００φ

１３７０

１３９０

１４１０

１４００

１６１０

１６３０

１６３０

１６４０

１６２０

－２０

－３０

－４０

－１００

－４０

－１６０

－１７０

－２８０

１６５０

１７４０

１７９０

１９００ 副管付

－２３０ １０２０

43
１５０１５０ 4215

16

17

７５

ＣＯＣ

２００ ７５

７５

竣工図



★

ＧＶ２５（ＶＣ－Ｐ共）

屋外管工事

器　具　名 数量品　　番

横水栓 Ｔ２３ＢＮＲ１３ １

２
５

２０

※ＧＶ

※ＧＶ

※ＧＶ

器　具　名 数量品　　番

横水栓 Ｔ２３ＢＮＲ１３ １

ごみ置場

２０

２
０

２５

エントランスプラザ（足洗い場）

別紙詳細図参照

※ＧＶ

名称番号

桝リスﾄ

備　　考大きさ 深さ（天端－） マンホール基準よりの深さ記　号

器　具　名 数量品　　番

屋　外

４

ＧＶ２５（ＶＣ－Ｐ共）

★印のマンホールはＭＨＤ４５０φ
桝はＲＣ－２　６００Ｈ相当

天端レベル

基準天端レベル±０＝０．４４＝ＴＰ＋２．８７５（校舎棟１ＦＬ＝０．５０）

グランド側足洗い場平面図　　１：１００

ＧＶ２５（ＶＣ－Ｐ）

汚水桝

汚水桝 ９００φ

９００φ

ＳＣ－４

ＳＣ－４

－２９０

－３２０ ＭＨＡ６００φ

汚水桝

汚水桝 ６００ｘ６００

ため桝

ＳＣ－３

８００

ＭＨＤ６００φ

ＲＣ－３

ＳＣ－３

６００ｘ６００

６００ｘ６００

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＤ６００φ

注記）　屋外配管施工の際には、関連工事および既設配管との調整を十分に行うこと。

給水切り換え１００ｘ２ヵ所

１
０
０

２５

設計番号

一級建築士 担　当

工事名称

図面名称

図面番号

縮　尺

主幹 技術補佐 係員課長補佐 担当課長

149681

吉 井 和 男

2006181

1/400

配置図

１．

２．

凡例　注記）

主査兼係長

横水栓 Ｔ２６ＫＮＨ１３

※ＧＶ

※ＧＶ

Ｈ２０営繕　総合技術高等学校（仮称）
徳・北矢三　屋外管工事

P004

以降将来別途工事足洗場

化粧マンホールは簡易防水防臭形、インターロッキングブロック充填用とする。

７５Ｔ、掃除口にて封水

ＧＶ１００（ＢＯＸ共）

減圧弁１００（ＢＯＸ共）設定２．０Ｋｇ／ｃｍ2

既設棟用

他のマンホールはＭＨＡ４５０φ

将来別途工事

２箇所

（塩ビ製水栓柱共）

※ＧＶ　　ＧＶ２０（ＶＣ－Ｐ共）を示す

細線（破線）は既設又は、先行別途工事を示す

（塩ビ製水栓柱共）
新設建物（先行別途工事）

掃除口用桝　要領図

１００ １５０

臭突

浄化槽

臭突

先行別途工事臭突１５０に接続

臭突
１５０１５０１００

臭突
１００

臭突
１００

臭突
１００

１５０

１００ １５０

Ｎ

－０．０７ －０．０７

－０．１１

－０．０８

－０．０９

－０．０２

－０．０８

－０．１７

－０．０７

－０．１２

＋０．２８

－０．１５

Ｔ－１３

Ｔ－１７
Ｔ－１６

Ｔ－１５

＋０．１４ －０．０３

±０．００－０．０３ Ｔ－１４

109000 17950 28400

141 p1 p6

27000 13000 77000 13950

1453A0
体育館

柱芯

pE

H

pA

1
29
0
0

54
0
0
0

1
8
40
0

2
90
0
0

1
95
0
0

H

B-1

F-1

体育館

柱芯

B

受水槽

実習、管理、教室棟

自転車置場
研修棟

自転車置場

機械実習室

各科実習棟機械科実習室棟

工業実習棟

道
路
境
界
線

隣地境界線

体育館

リフティング場

ウエイト

アーチェリー

弓道場

(既存)

(既存)

(既存)

佐古矢三春日線

（道路幅員4m）

倉庫
体育

駐輪場

道
路
境
界

線

市道

（道路幅員26m）

道路境界線

主要地方道徳島鴨島線

重機
練習場

１００

７５ＨＩＶＰ（ポンプアップ）

７５ＨＩＶＰ（ポンプアップ）

既設汚水ポンプ槽

１００

４０ １００

ＧＶ１００,ＶＣ－３

ＧＶ２０,ＶＣ－１

ＧＶ３２,ＶＣ－１

ＧＶ２０,ＶＣ－１

既設校舎高架水槽より給水１００

（水圧　約２．０Ｋｇ／ｃｍ2）

四国ガス工事

本工事 １５０引込遮断バルブ（プロテクター共）

以降１階平面図参照
（以降ガスメーターへ）

37
１５０１５０

31

１５０

32

33

１５０

30

１５０

１５０

１５０

Ｘ
Ｓ

ＧＶ２５（ＢＯＸ共）水抜用ｘ３ヶ所

双口送水口１００ｘ６５ｘ６５（スタンド型）x３ヶ所

１００
ＸＳ

ＧＶ１００,ＣＶ１００（ＢＯＸ共）ｘ３ヶ所

１００ ＸＳ

１５０１５０

１５０

汚水桝 １２８０ ＭＨＡ６００φＳＣ－４ ９００φ

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

９５０

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

－１６０

－２２０

－２２０

－２２０

－２９０

－２９０

－２９０

－９０

＋６０

－４０

－４０

－１１０

－１１０

７７０

８２０

９００

９３０

１０７０

１１９０

８９０

１１５０

７２０

９３０

１０４０

１１２０

１１５０

１２４０

１３６０

１４８０

９８０

１０９０

７６０

８１０

９２０

１０１０

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

ＳＣ－３ ６００ｘ６００

７７０

８１０

９００

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

汚水桝

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

６００ｘ６００

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

９００φ

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－３

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

ＳＣ－４

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

± ０

－４０

－１１０

－１５０

－１６０

－２６０

８１０

８４０

８８０

９８０

１０８０

１１１０

１１８０

１２３０

１３１０

１３９０

１４２０

１４５０

１５００

１６００

１６２０

１６３０

１６５０

１６３０

８１０

８４０

８８０

９８０

１０８０

１１１０

１１８０

１２３０

１３１０

１３９０

１４２０

１４５０

１５００

１６４０

１７３０

１７８０

１８１０

１８９０

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

ＭＨＡ６００φ

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

化粧ＭＨＡ６００□

２００

ＣＯＣ

38

１５０

ＰＥ１５０ Ｇ

ガス本管２００φより分岐

ＧＧ

１５０

ＭＨＡ６００φ

先行別途工事
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１．特記なき配 管配線サイズは下記とする．
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２．地中埋設配管 の埋設 深さはGL-600以上とする．

（ロ）

（ロ）

（ロ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（ニ） （ハ）

（ニ）

テニスコ－ト

HG1-10001R 4

HG1-10002R 6

2HG1-10004R

グランド

EX-1 2

FR-202R 2

30W

GL-2

GL-1

TL-1

30W
5.5□ 5.5□ 

5.5□ 

屋外レピ－タ盤

EM-AE1.2-3C(FEP30)  EM-AE1.2-3C(FEP30)  

EM-CET 60□E5.5□(FEP65)

EM-CPEE 1.2-3P (FEP30)

EM-CET 60□E5.5□(FEP65)

EM-CPEE 1.2-3P (FEP30)

14□ 

14□ 

5.5□ 

5.5□ 

5.5□ 

EM-CET 100□E14□(FEP65)

EM-CPEE 1.2-3P (FEP30)

（イ）
（イ）

（ロ）

（ロ）

（ハ）

（ハ）

（ニ）

（ニ）

（ホ）

（ヘ）

（ヘ）

（ト）
（ト）

（チ）

（チ）

（リ）

（ヌ）

（ヌ）

（ル）

（ル）

（ヲ）

（ヲ）

5.5□ 

5.5□ 

5.5□ 

5.5□ 

5.5□ 

5.5□ 

5.5□ 

5.5□ 

5.5□ 5.5□ 

EM-CE3.5□-3C    (FEP30)  

EM-CE5.5□-3C    (FEP30)  

EM-CE5.5□-3Cx2  (FEP30)  

EM-CE5.5□-3Cx3  (FEP50)  

EM-CE14□-2CE5.5□(FEP30)  

5.5□ 

5.5□ 

5.5□ 

14□ 

既設コンクリ－ト柱に装柱金具にて取付

同左
WP

EM-5C-FB(FEP30)  既設コンクリ－ト柱に装柱金具にて取付

EM-CE 3.5□-3C(FEP30)

以降駐輪場平面図参照

WP
2EET

分電盤下部コンクリ－ト柱に取付

WP
2EET

5.5□ 

分電盤下部コンクリ－ト柱に取付

E 

E 

E 

（ニ）

2RE 

（イ）

（ロ）

E 

ポ－ル形抜止め接地コンセント（鍵付）

2E

2E ポ－ル形抜止め接地コンセント（鍵付）

既設ケ－ブルラック（セパレ－タ－付）に立上げ

既設ハンドホ－ル

EM-CET 100□E14□  (既設配管に入線)

EM-5C-FE         (既設配管に入線)

テニスコ－ト TL-1

監視カメラ

EM-CET  60□      (既設配管に入線)

リモコンスイッチEM-CPEE 1.2-3Px3 (既設配管に入線)

既設ハンドホ－ル

EM-5C-FE(既設配管に入線) ITVカメラ

2RE EM-CE 14□-2Cx2E5.5□(既設配管に入線)

EM-CPEE 1.2-3P x3  (既設配管に入線)

EM-CET  60□      (既設配管に入線)

グラウンド GL-1

グラウンド GL-2

EM-CET 100□E14□  (既設配管に入線)

EM-5C-FE         (既設配管に入線)

テニスコ－ト TL-1

監視カメラ

EM-CET  60□      (既設配管に入線)

リモコンスイッチEM-CPEE 1.2-3Px3 (既設配管に入線)

EM-CET  60□      (既設配管に入線)

グラウンド GL-1

グラウンド GL-2

EM-CE 14□-2Cx2E5.5□(既設配管に入線) 　　外灯

竣工図

A

3L9

3L10

3L11

B

3L9

3L10

3L11

212

Ｈ

Ｈ

RP

3L10

3L11

3L9

B

301

301

301 212

301

A

212

EM-CE3.5□-3C(既設配管に入線) EM-CE5.5□-3Cx2(既設配管に入線) 

EM-CPEE0.9-5P    (既設配管に入線)  

EM-MEES0.75□-2Cx2(既設配管に入線)  

EM-AE1.2□-3C　 　(既設配管に入線)  

1T-1

1L-1

EM-CE5.5□-3Cx3(FEP50)

（リ） （ホ）

EM-CE5.5□-3Cx3(FEP50) EM-CE5.5□-3Cx3(FEP50)

EM-CE5.5□-3Cx3(FEP50)

14□ 

(HG-1501R)x4

（イ）

5.5□ 

5.5□ 
（イ）14□ 

1L-2

吉 井 和 男

配置図
1/400

149681

2006181

E005

Ｈ２２営繕　徳島科学技術高等学校
徳・北矢三　外構工事電気

担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

NO.

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当

205 2RE 


